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第

一
節

誕
生
か
ら
法
人
化
ま

で

一
九
七
四
(昭
和
四
九
)
年
六
月
、
国
立
民
族
学
博
物
館
は
、
研
究
博
物
館
と
し
て
、
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
、

開
か
れ
た
民
族
学

・
文
化
人
類
学
研
究
の
セ
ン
タ
…
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
三
〇
年
の
歳
月
を
経
て
二
〇
〇
四

(平

成

}
六
)
年
四
月
に
法
人
化
と
い
う
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
。
創
設
か
ら

一
〇
年
後
ま
で
の
民
博
の
歴
史
は

『
国
立
民
族

学
博
物
館
十
年
史
』
〔
一
九
八
四
年
)
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
主
と
し
て
そ
れ
以
降
、
す
な
わ
ち
創
設

一
〇
年
後
の

一
九
八
四
年
六
月
か
ら
創
設
三
〇
周
年
を
迎
え
た
二
〇
〇
四
年
六
月
ま
で
の
二
〇
年
間
に
重
点
を
置
い
て
、
民
博
が
歩
ん
で

き
た
歴
史
を
記
述
す
る
.

ま
ず
、
第

一
章
で
は
、
管
理
運
営

・
研
究

・
展
示

・
社
会
連
携

・
資
料

・
情
報
化

・
地
域
研
究
企
画
交
流
セ
ン
タ
ー

・
大

学
院
教
育
の
各
領
域
に
分
け
て
、
こ
の
三
〇
年
間
の
歴
史

の
大
き
な
流
れ
を
記
し
、

つ
い
で
歴
史
の
転
換
点
と
な

っ
た

二
〇
〇
四
年
四
月
の
法
人
化
に
つ
い
て
記
す
。
第
二
章
以
降
は
、
上
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
つ
い
て
章
を
分
け
て
詳
述
す

る
.
ま
ず
本
節
で
は
、
上
記
の
諸
領
域
に
お
け
る
歴
史
の
概
要
を
ま
と
め
て
提
示
す
る
。

発足式。1974年6月10日写真1-1

 

管
理
運
営

国
立
民
族
学
博
物
館
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
民
族
学
研
究
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
民
族
学
資
料
の
収
集

・
保
管

・
公
開
と
、

民
族
学

・
文
化
人
類
学
に
関
す
る
調
査
研
究
と
い
う
ふ
た
つ
の
機
能
を

一
体
と
し
て
遂
行
す
る
、
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し

Rights were not granted to include this 
image in electronic media.Please refer to 
the printed journal



て
運
営
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
民
族
学

・
文
化
人
類
学
の
あ
り
方
や
そ
れ

へ
の
社
会
的
要
請
の
変
化
、
さ
ら
に
は
建
物
の
増

築
に
と
も
な
い
、
運
営
上

・
組
織
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
革
が
な
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
、

一
九
八
九

(平
成
元
)
年
四
月
に
は
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
の
開
学
に
と
も
な
い
、
民
博
を
基
盤
機
関
と
す
る

地
域
文
化
学
専
攻

・
比
較
文
化
学
専
攻
が
設
置
さ
れ
、
高
度
の
大
学
院
教
育
の
場
と
さ
れ
た
。

一
九
八
九
年
六
月
に
は
特
別

展
示
場

・
書
庫
棟

(特
別
展
示
館
)
が
完
成
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
同
年
五
月
に
、
管
理
部

・
情
報
管
理
施
設
の
改
組
が

行
わ
れ
た
。
情
報
管
理
施
設
に
展
示
担
当
部
署
と
標
本
資
料

・
情
報
担
当
部
署
が
置
か
れ
管
理
部
の
部
署
も
変
更
が
な
さ
れ

た
。
建
築
面
で
民
博
で
は
機
能
の
増
殖

・
拡
大
を
可
能
に
す
る
グ
リ
ッ
ド

・
シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
特
別
展
示

館
に
続

い
て

一
九
九
六
年
三
月
に
は
第
七
展
示
棟
が
竣
工
す
る
な
ど
拡
大
し
て
い
っ
た
。

一
九
九
四
年
六
月
に
は
、
日
本
に
お
け
る
「地
域
研
究
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
」
的
機
能
を
担
う
研
究
機
関
と
し
て
、

地
域
研
究
企
画
交
流
セ
ン
タ
ー
が
民
博
に
附
置
さ
れ
た
。

一
九
九
八
年
四
月
に
は
研
究
部
の
改
組
が
行
わ
れ
た
。
地
域
割
に
よ
る
そ
れ
ま
で
の
研
究
部
を
方
法
論
に
よ
る
実
態
的
な

研
究
部

へ
改
め
、
民
族
社
会

・
民
族
文
化

・
先
端
民
族
学

・
博
物
館
民
族
学
の
各
研
究
部
と
民
族
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
と

な

っ
た
。
教
員
の

一
部

へ
の
任
期
制
の
導
入
、
助
手
定
員
の
教
授
定
員
へ
の
読
み
替
え
も
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
二
〇
〇
四
年
四
月
に
民
博
は
法
人
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
法
人
化
に
と
も
な
い
、
研
究
部
の
改
組
が
行
わ
れ
、

機
関
研
究
を
中
核
的
に
担
う
先
端
人
類
科
学
研
究
部
、
民
博
の
研
究
活
動
の
戦
略
を
策
定
す
る
研
究
戦
略
セ
ン
タ
ー
、
博
物

館
の
資
料

・
情
報

・
展
示

・
社
会
連
携
の
機
能
を
担
う
中
核
的
組
織
と
し
て
文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
民

族
社
会

・
民
族
文
化
研
究
部
は
維
持
さ
れ
た
。
ま
た
管
理
部
の
組
織
も
若
干
の
変
更
が
な
さ
れ
た
。

民
博
の
運
営
組
織
と
し
て
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
館
長
に
助
言
す
る
評
議
員
会
や
、
館
長
の
諮
問
に
応
じ
る
運
営
協
議
員

会
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
法
人
化
後
は
そ
れ
ら
に
か
わ
っ
て
運
営
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
歴
史
の
節
目
に
お
い
て

社
会
的
状
況
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
が
置
か
れ
て
運
営
に
当
た
っ
て
き
た
。
委
員
会
の
な
か
で
も
範
囲

が
広
く
長
期
に
わ
た

っ
た
長
期
計
画
策
定
特
別
婆
員
会

(
一
九
九
二
年
六
月
～
二
〇
〇
〇
年

一
月
)
、
研
究
体
制
の
あ
り
方

写真1-1
「国立民族学博物館十年史」。
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を
審
議
す
る
研
究
企
画
委
員
会

(二
〇
〇
〇
年
四
月
～
二
〇
〇
二
年
三
月
)
は
民
博
全
体

の
方
向
性
を
審
議
す
る
委
員
会
と

し
て
記
憶
に
新
し
い
。
し
か
し
委
員
会
体
制
は
、
法
人
化
以
降
は
面
目
を

一
新
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

入
館
者
は
、
長
期
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
九
九
九
年
度
以
降
は
年
間
二
〇
万
人
を
割
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
二
〇
〇

一
年
三

月
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
プ
を
含
む

一
階
を
全
面
無
料
化
し
、券
売
場
を
二
階
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
移

動
す
る
変
革
が
行
わ
れ
る
な
ど
入
館
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
検
討
さ
れ
実
現
さ
れ
て
き
た
.

(塚
田
誠
之
)

研
究本

館
の
研
究
は
創
設
以
来
、
館
を
あ
げ
て
取
り
組
む
「特
別
研
究
」、
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
推
進
す
る
「共
同
研
究
」
、

そ
し
て
、
個
人
の
自
由
な
発
想
に
も
と
づ
く

「各
個
研
究
」
の
三
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
基
本
構
造
は
三
〇

年
た
っ
た
現
在
で
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
全
館
的
取
り
組
み
で
あ
る

「特
別
研
究
」
は
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て

名
称
も
役
割
も
、
ま
た
研
究
内
容
も
変
化
し
て
き
た
.

「日
本
民
族
文
化
の
源
流
の
比
較
研
究
」
(
一
九
七
九
年
～
八
八
年
)、
「現
代
日
本
文
化
に
お
け
る
伝
統
と
変
容
」
(
一
九
八

一

年
～
九
〇
年
)、
「
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
民
族
文
化
の
比
較
研
究
」
二

九
八
九
年
～
九
八
年
)
、
「
二
〇
世
紀
に

お
け
る
諸
民
族
文
化
の
伝
統
と
変
容
」
(
一
九
九

一
年
～
二
〇
〇
〇
年
)
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

「特
別
研
究
」
は
、
大
学
共

同
利
用
機
関
に
措
置
さ
れ
る
特
定
研
究
経
費
に
よ
る

一
〇
年
計
画
と
い
う
長
期
計
画
に
も
と
づ
く
研
究
だ
っ
た
が
、
そ
の
制

度
は

一
九
九
八

(平
成

一
〇
)
年
度
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
た
た
め
に
、
本
館
は
新
た
な
全
館
的
研
究
活
動
を
構
築
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
新
た
に
提
唱
さ
れ
た
の
が

「機
関
研
究
」
と
い
う
枠
組
み
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

「重
点
研
究

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と

「先
端
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。
前
者
は
従
来
の

「特

別
研
究
」
の
よ
う
に
.
館
員
の
自
主
的
な
集
ま
り
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
全
館
的
研
究
活
動
だ
が
、
急
速
に
変
化
し
は
じ
め

た
民
族
学

・
文
化
人
類
学
を
取
り
巻
く
情
勢
を
鑑
み
て
、
五
年
と
い
う
比
較
的
短

い
期
間
で
計
画
を
立
て
て
、
成
果
を
出
す

正面から見た建物写真1-3



こ
と
が
求
め
ら
れ
、

一
九
九
九
年
度
よ
り
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
他
方

「
先
端
研
究
」
は

一
九
九
八
年
度
に
行
わ
れ
た

研
究
部
改
組
で
設
置
さ
れ
た
先
端
民
族
学
研
究
部

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
活
動
で
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
先
端

的
、
実
践
的
な
研
究
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
も
、
こ
の
研
究
部
の
教
員
の
任
期
に
あ
わ
せ
て
六
年
と
い
う
期

間
で
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
に
実
施
さ
れ
る
大
学
共
同
利
用
機
関
を
含
む
国
立
大
学
の
法
人
化
を
見
据
え
た
研
究
戦
略
を
立
て

る
過
程
で
、
こ
の
体
制
で
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
研
究
企
画
委
員
会

の
提
言

の
下
に
、
重
点
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
三
年
で
打
ち
切
ら
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
は
法
人
化
後
の
機
関
研
究
を
見
据
え
た

「新

領
域
開
拓
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と

「研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
促
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
研
究
体
制
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
い
わ
ば
経
過
措
置
で
あ
る
。
そ
の
間
、
法
人
化
に
対
処
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
法
人
化
準
備
委
員
会
の
下
に
設

置
さ
れ
た
研
究
戦
略
セ
ン
タ
ー
準
備

・
研
究
部
改
組
検
討
部
会
で
、
法
人
化
後
の
機
関
研
究
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
た
結
果
、

「社
会
と
文
化
の
多
元
性
」
「人
類
学
的
歴
史
認
識
」
「文
化
人
類
学
の
社
会
的
活
用
」
「新
し
い
人
間
科
学
の
創
造
」
と
い
う

四
つ
の
テ
ー
マ
を
柱
と
し
た
新
た
な
機
関
研
究
を
立
ち
あ
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
全
館
を
あ
げ
て
取
り
組
む
特
別
研
究
が
次
々
に
変
わ
っ
て
い
く
な
か
、
共
同
研
究
と
各
個
研
究
で
は
、
そ
の

枠
組
み
自
体
に
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
組
織
づ
く
り
や
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
方
法
に
変
更
が
見
ら
れ
た
。
こ
と
に
共
同

研
究
で
は
、
二
〇
〇
二
年
度
に
公
募
が
始
ま
り
、
二
〇
〇
四
年
度
の
法
人
化
に
際
し
て
は
そ
れ
が
強
化
さ
れ
る
方
向
で
改
革

さ
れ
た
。
ま
た
、
公
募
の
導
入
に
と
も
な
い
、
す
で
に
法
人
化
以
前
か
ら
館
外
の
委
員
を
含
む
、
選
考
委
員
会
に
よ
る
共
同

研
究
の
選
考
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
法
人
化
後
に
は
そ
れ
が
強
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
運
営
会
議
の
直
属
の
委
員
会
と
し

て
、
運
営
会
議
の
館
外
委
員
若
干
名
と
館
内
委
員
で
構
成
す
る
共
同
利
用
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
審
議
を
経
て
共
同
研
究

の
選
考
を
行
う
体
制
を
整
え
た
。
さ
ら
に
法
人
化
と
と
も
に
、
共
同
研
究
に
も

「文
化
人
類
学

・
民
族
学
お
よ
び
関
連
諸
分

野
を
含
む
幅
広

い
研
究
」
「本
館
の
所
蔵
す
る
資
料
に
関
す
る
研
究
」
「本
館
の
機
関
研
究
に
関
連
す
る
研
究
」
と
い
う
三
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
目
的
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

(
佐
木々
史
郎
)

館銘石。藤枝晃氏の揮毫写真１-４
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展

■示こ
の
二
〇
年
間

の
展
示
を
巡
る
大
き
な
動
き
と
し
て
は
、

一
九
八
九

(平
成
元
)
年

の
特
別
展
示
館

の
完
成
と
特
別
展

の

開
始
、

一
九
九
五
年
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災

に
よ
る
展
示
場

の
罹
災
、

]
九
九
六
年

の
第
七
展
示
棟

の
竣

工
、
二
〇
〇

一
年

の

『
国
立
民
族
学
博
物
館

に
お
け
る
第

二
期
展
示
基
本
構
想
』
策
定
、

二
〇
〇

二
年

の
常
設
展
示
場
の
耐
震
改
修
工
事
と
そ

れ

に
と
も
な
う
展
示
替
え
を
あ
げ

る
こ
と
が

で
き
る
。

本
館

の
常
設
展
示
で
は
、

オ
セ
ア

ニ
ア
展

示
に
お
け
る

〈オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

・
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
精
神
世
界
〉
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
や
、
ア
メ
リ
カ
展
示

に
お
け
る

〈
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
地
域
民
〉

コ
ー
ナ
ー
の
追
加
と

い
っ
た
部
分
的

・
小
規
模
な
展
示
替

え

は
、

ア
フ
リ
カ
展
示
、
西
ア
ジ
ア
展
示
、
中
央

・
北

ア
ジ

ア
展
示
な
ど
、
各
展
示
場
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
ほ
か
、

一
九
九
六
年

の
第
七
展
示
棟

の
竣
工
に
と
も

な
う
南
ア
ジ
ア
展
示
、

「映
像

の
広
場
」
「
も
の
の
広
場
」

の
新
設
と
東
南
ア
ジ

ア
展
示

・
言
語
展
示

の
大
規
模
な
展
示
替
え
、
二
〇
〇
〇
年

の
東

ア
ジ
ア

(朝
鮮
半
島

の
文
化
)
展
示

の
全
面
展
示
替
え
、

二
〇
〇

一
年

の
オ
セ
ア

ニ
ア
展
示

の

(
先
住

民
の
文
化
運
動
〉

コ
ー
ナ
ー
の
新
設
、
二
〇
〇
二
年

の
耐
震
改
修
工
事

に
と
も

な
う

ア
メ
リ
カ
展
示

の
全
面

展
示
替
え
や
ア

メ
リ
カ
展
示
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
展
示
.

ア
フ
リ
カ
展
示
、
中
国
展
示
に
お
け

る
地

域

テ
ー

マ
展
示

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
と

い
っ
た
、
大
規
模
な
展
示
替
え
が
行
わ
れ
た
、

二
〇
〇

一
年
策
定

の

『国
立
民
族
学
博
物

館

に
お
け
る
第
二
期
展
示
基
本
構
想
』
で
は
、
時
代
の
変
化
や
研
究

の
進
展

へ

の
迅
速
な
対
応

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の
民
族
学
博
物
館

の
実
現
と

い
っ
た
、
従
来

の
民
博
の
展
示

に
代
わ
る
新
た
な
展

示

の
あ
り
方
が
提
示
さ
れ
、
二
〇
〇

二
年

の
耐
震
改
修
工
事

に
と
も
な
う

展
示
替

え
は
そ
れ

に
沿

っ
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
、
民
博

の
法
人
化
な
ど
も
あ
り
、
構
想
の
実
現
に
支
障
を
き
た
し
た
。
さ
ら
に
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
や

、
映

像

の
広
場
撤
去
後

の
空
き
ス
ペ
ー
ス

な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
性
格

・
内
容

の
企
画
展
示

が
頻

繁

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
を
鑑

み
る
と
、
明
確
な
方
向
性
を
持

っ
た
展
示
構
想

の
策
定
と
、
そ
れ
に

も
と
づ
く

展
示
の
実
現
が
改
め
て
待
た
れ

る
。

(笹
原
亮
二
)
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社
会
連
携

一
九
七
四

(昭
和
四
九
)
年
六
月

の
民
博

創
設
と
同
時

に
、
社
会
連
携

の
基
礎
と
な

る
広
報
活
動
が
開
始
さ
れ

た
。
市
民

の
支
援
を
獲
得
し
、
か

つ
そ
れ
を
末
永
く
維
持

し
て
い
く
た
め
の
事
業
内
容
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

・
組
織

に

つ
い
て
検
討
さ
れ

た
、
そ
の
結
果
、
研
究
者
向
け
の
研
究
連
絡

誌

『
民
博
通
信
』、

一
般
向
け
広
報
誌

『月
刊

み
ん
ぱ
く

』
な
ど
の
出
版
物
を
、

一
九
七
七
年
に
創
刊
し
た
.
ま
た
.
博
物
館

と
市
民

の
か
け
橋
と
な
る

「国
立
民
族
学
博
物
館
友

の
会
」
を
組
織
し
、
他

の

博
物
館
に
は
な
い
月

一
同
の
「報
道
関
係
者
と
館
長
と

の
懇
談
会
」
な
ど
を
開
館

に
あ
わ

せ
て
開
始
し
た
。
さ
ら

に
民
族
学

・

文
化
人
類
学
に
関
す
る
研
究
博
物
館
と
し
て

の
研
究
成
果
を

一
般
市
民
に
還
元
す
る
展
示
、
教
育
普
及

の
た
め
の

「
み
ん
ぱ

く
ゼ

ミ
ナ

ー
ル
」
、
民
族
誌
映
画
会
、
研
究
公
演
そ
し
て
各
種

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
順
次
、
充
実

さ
せ
て
い

っ
た
。

開
館

一
二
年
目
の

一
九
八
九
年

に
は
、
市

民
の
民
族
学

へ
の
理
解
を
よ
り

深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
常
設
展
に
加

え
て
、
特

別
展

・
企
画
展
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
れ

に
よ

っ
て
時
々
の
社
会
的
な
関
心
を
展
示
に
反
映
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

一
方
、

研
究
者
の
特
色
あ
る
研
究
成
果
を
展
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
初
期

の
特
別
展
で
は
、
地
域
別

の
展
示
テ
ー

マ
が
多
く
、
企
画
展
は
ど
ち
ら

か
と

い
う
と

ト
ピ
ッ
ク
性
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
広
報
出
版
物
を
の
ぞ
い
て
、
い
ず
れ
も
万
博
公
園
内

の
民
博

へ
来
館

す
る
人
び

と
に
向

け
て
の
活
動

で
あ
る
。

開
館
二
〇
周
年
を
迎
え
た

一
九
九
七
年
頃
か
ら
は
、
館
外
で
の
広
報
普
及
活
動
が
活
発

に
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ

の
要
因
の
ひ
と

つ
は
、
減
少
し

つ
つ
あ

っ
た
入
館
者

の
増
加
対
策
で
あ

っ
た
、
具
体
的
な
対
策
と
し

て
は
、
国
立
民
族
学
博

物
館
巡
回
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

(
一
九
九
八
～
二
〇
〇

二
年

)、
大
阪
梅
田

の

「
H
E
P

F
I
V
E

学
習
塾
：

H
E
P

民
博

シ
リ

ー
ズ
」
(
一
九
九
九
～
二
〇
〇
三
年
}
な
ど
が

あ
り
、

の
ち

に
二
〇
〇
〇
年

か
ら

は
、
新
聞
社
と

の
共
催

で
公
開
講
演
会
を

継
続
し
て
い
る
。
ま
た
民
博

の
機
能
を
集
約
し

て
各
地

に
出
か
け
て
い
く
「み
ん
ぱ
く

移
動
博
物
館
」
も
実
施
し
た
(
一
九
九
九

～

二
〇

〇

一
年
)
、

さ
ら
に
展
示
、

ワ
ー
ク

シ

ョ
ッ
プ
、
ゼ

ミ
ナ
ー

ル
を

一
体
化

し
た

「
み
ん
ぱ
く

サ

テ
ラ
イ
ト
」
が
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二
〇
〇
二
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。

一
方
、
開
館
当
時

か
ら
海
外
を
意
識
し
た
広
報
活
動
も
積
極
的
に
行

っ
て
き
た
結
果
、
海
外

で
の
民
博

の
認
知
度

も
あ
が

る
と
同
時

に
各
種

の
協
力
要
請
も
増
加
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
要
請

に
応
え
る
か
た
ち

で
博
物
館
学
国
際
協
力

セ
ミ
ナ

ー
を

一
九
九
四
年

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

二
〇
世
紀
末

に
普
及
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
民
博

の
広
報
普
及

に
大
き
く
貢
献
し
た
。

一
九
九
五
年

に
開
設
し
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ

て
、
民
博

の
各
種
情
報

は
全

世
界
に
配
信
さ
れ
て
い
る
、
さ
ら
に
民
博

の
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ

っ
て
世
界
中

の
人
が

利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
後

は
、
電
子

メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
た
双

方
向
型

の
教
育
活
動
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

二
〇
〇
四
年
、
民
博
は
法
人
化
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
。
研
究

・
大
学
院
教
育

の
分
野
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
成

果
が
求
め
ら
れ
る
と
同
時

に

「博
物
館

を
持

っ
た
研
究
所
」
と
し
て
、
企
業
や
地
域
社
会
、
学
校
教
育
、

そ
し
て
市
民
と

の

連
携

・
協
力
体
制
が
要
請
さ
れ
て

い
る
。
社
会
と
の
将
来

に
わ
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ

の
確
立
と
、
社
会
貢
献

へ
の
組
織

的

・
総
合
的
な
取
り
組

み
の
推
進
が
強

く
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
民
博

は
三
〇
年

に
わ
た
る
教
育
普
及
活
動
の
積

み

重
ね
の
う
え
に
、
新
た
な
社
会
連
携

の
か
た

ち
を
模
索
し
は
じ
め
て

い
る
。

(大
森
康
弘
）

資
料本

館
で
は
、
所
蔵
資
料
を
標
本
資
料
、
映
像
音
響
資
料
、
文
献
図
書
資
料
に
大
別
し
て
取
り
扱

っ
て
き
た
。
創
設
三
〇
年

を
経
た
現
在
、
本
館
は
、
標
本
資
料
約
二
五
万
点
、
映
像
音
響
資
料
約
七
万
点
、
文
献
図
書
資
料
約
六
〇
万
点
を
所
蔵
す
る

に
至

っ
て
い
る
。
標
本
資
料
と
映
像
音
響
資
料
に
つ
い
て
は
、
購
入
や
寄
贈
に
よ
り
館
外
の
研
究
者
等
が
集
め
た
資
料
を
収

集
す
る
ほ
か
、
毎
年
、
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
世
界
各
地
で
館
員
に
よ
る
直
接
収
集
や
映
像
取
材
を
重
ね
、
同
時
代
の
民

族
学
資
料
の
収
集
に
努
め
て
き
た
。
文
献
図
書
資
料
に
つ
い
て
も
、
研
究
活
動
に
欠
か
せ
な
い
資
料
と
し
て
重
点
的
に
収
集



を
続
け
、
民
族
学

・
文
化
人
類
学
の
専
門
図

書
館
と
し
て
世
界

に
誇

る
べ

き

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
保
持
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
れ
ら

の
資
料

は
、
本
館
を
訪
れ
た
研
究
者

に
よ
る
利
用

に
供
さ

れ
て
き
た

ほ
か
、
館
内
外

に
お
け
る
展
示
等
を
通
じ
て
、

よ
り
多
く
の
人
び

と
が
世
界

の
文
化
に

つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

収
集
資
料
の
保
存
管
理
に
お
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ

の
資
料

の
特
性

に
合
わ

せ
た
方
法
が
工
夫
さ
れ
て
き
た
。
な

か
で
も
標

本
資
料
は
、
世
界
各
地

で
実
際
に
生
活

の
な

か
で
使
わ
れ

て
い
た
も
の
が
多
く
、
船
や
家
屋
を
は
じ
め
大
型
資
料
を
数
多

く

含
ん

で
い
る
と

い
う
特
徴
を
持
ち
、
他

の
資
料
以
上

に
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
。
近
年
、
環
境

に
配
慮
し
て
薬
剤

の
使

用
を
極
力

お
さ
え
な
が
ら
、
本
館

の
資
料
を
保
存
す
る
手
法

の
開
発

が
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
所
蔵
資
料
の
増
加
は
、
収
蔵

ス
ペ
ー
ス
の
不
足
と

い
う
問
題
を
生

み
出
し
て
い
る
。
大
型

の
標
本
資
料
は
、
仮
設

収
蔵
庫

へ
の
仮
置
き
状
態
が
続

い
て
い
る
ほ

か
、

い
ず
れ

の
資
料
も
、

こ
の
ま
ま

い
く
と
近

い
将
来
収
蔵

ス
ペ
ー
ス
に
空

き

が
な
く
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料

の
増
大
に
加
え
て
、
資
料

の
劣
化

や
映
像
音
響
資
料
に
お
け
る

記
録
媒
体

の
変

化

な
ど
、
時
間
を
経

る
こ
と
に
よ

っ
て
現
れ

て
き
た
問
題

へ
の
対
応

は
、
資
料
管
理
に
よ
り
多
く
の
予
算
と
労
力
を
必
要

と

し
て
い
る
。
し

か
し
、
経
費
や
定
員
の
削
減

に
よ
り
、

い
っ
そ
う
の
合
理
化
が
迫
ら
れ
て
お
り

、
資
料
収
集

お
よ
び
資
料
管

理

の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
出

て
き
て
い
る
。

(福
岡
正
太
）
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情
報
化

創
設
当
初
か
ら
民
族
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
国
立
民
族
学
博
物
館
の
使
命
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
、
す
べ
て
の
資
料
に
対

す
る
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
情
報
科
学
と
し
て
の
民
族
学
を
展
望
し
た

「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
民
族
学
」
部
門
の
設
置
、

研
究
用
と
入
館
者
向
け
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
両
者
を
対
象
と
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
な
ど
の
構
想
が
立
て
ら
れ
、

館
外
の
専
門
家
を
交
え
た
委
員
会
等
で
具
体
化
が
進
め
ら
れ
た
。
研
究
用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
研
究

や
民
間
企
業
と
の
共
同
研
究
と
並
行
し
な
が
ら
四
期
二
四
年
に
わ
た
る
整
備
計
画
に
従

っ
て
着
々
と
整
備
が
進
め
ら
れ
、
ま
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た
展
示
用
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
も
、

一
九
七

七

(昭
和
五
二
)
年
当
時
、
世
界
初

の
ビ
デ
オ

・
オ
ン

・
デ

マ
ン
ド

.
シ
ス
テ

ム
で
あ
っ
た

「
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
」
の
開
発
と
更
新
、

一
九
九
六
年

の
第
七
展
示
棟

公
開
時

の
情
報
展
示

の
開
発
、

一
九
九
九

年

の
み
ん
ぱ
く

電
子
ガ
イ
ド
開
発
な
ど
が
進

め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら

シ
ス
テ
ム
整
備

は
、
人
文

・
社
会

科
学
系
研
究
機
関

・
博
物
館

に
お
け
る

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
利
用
を
民
博
が
先
導
す

る
こ
と
、
そ
の
た
め
ニ
ー
ズ

先
行
で
な
く

シ
ー
ズ
先
行
を
戦
略
と
す

る
、
「
供
給
が
需
要
を
生
む
」
と

い
う
基
本

方
針

(『
十

年
史
』
四
五

二
～
四
五
三
頁

)
の
も
と
で
進

め
ら
れ
、

一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま

で
は
、

こ
の
分
野

に
お
け
る
情
報
化
を
促
進

す

る
う
え
で
大
き
な
効
果
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、

一
九
九
九
年
以
降
、

コ
ン
・
ピ
ュ
ー
タ
利
用

の

一
般
化
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
と
も
に
、
民
博
が

シ
ス
テ

ム
を
独
自

に
開
発
し
て
情
報
化
を
先
導
す
る
時
代

は
終
り

、
既
存

ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
組
み
合
わ

せ
に
よ

っ
て
開
発

・
運
用

コ
ス
ト
を
押
さ
え
、
む
し
ろ
過
去
の
蓄
積
を
生
か
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に

コ
ス
ト

を
割
き
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
た

そ
れ
ら
情
報

の
提
供
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
館
外
委
員
か
ら
呈

せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

共
同
利
用
や
社
会
還
元
が
よ
り
強
く
求

め
ら
れ
る
二
〇
〇
四
年
の
法
人
化
以
降

は
な
お
の
こ
と
、

こ
の
意
見
を
ふ
ま
え
、

学

界

・
研
究
者

や
社
会

の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
情
報
生
成

・
公
開
を
支
援
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が

い

つ
そ
う
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
情
報
化

ス
タ

ッ
フ
の
充
実

や
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ

整
備
も
含
む
、
積

み
残
さ
れ
た
諸

課

題

へ
の
取
り
組

み
が
求

め
ら
れ
て

い
る
（
久
保

正
敏
）
写
真
1
-
8
　
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
の
ブ
ー
ス

地
域
研
究
企
画
交
流
セ
ン
タ
ー

地
域
研
究
企
画
交
流

セ
ン
タ
ー

(以
下
、
地

域
研
と

い
う
)
は
、
「
日
本

に
お
け
る
地
域
研
究

の
ナ

シ
ョ
ナ

ル

.
セ

ン
タ
ー
」

的
機
能
を
担
う
と

い
う
設
置
目
的

の
も
と
、

一
九
九
四

(平
成
六
）

年
六
月
に
国
立
民
族
学
博
物
館
に
附
置

さ
れ
た
。

こ
れ



は、
特
定

の
地
域
名
を
冠
さ
な

い
、
全
世
界

を
研
究
対
象
と
す
る
地
域
研
究

の
中
核
的
研
究
機
関
と

い
う
構
想
で
あ

っ
た
。

当
初
、
松
原
正
毅

セ

ン
タ
ー
長
一

名
で
発
足

、

一
九
九
八
年
度
ま
で
に
教
員

一
〇
名
規
模
と
な
り
、
地
域
研
究

の
推
進

の
た

め
、
国
内

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

(連
携
研
究

・
共
同
研
究
)
、
国
際
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

(国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
国
際
共

同
地
域
研
究
)
、
資
料
収

集
、
研
究
成
果

の
出

版
、
社
会
連
携
な
ど

に
取
り

組
ん
で
き
た
。
特
に
、

二
〇
〇

一
年
度

か
ら
は

そ
の
時

々
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル

な
問
題
を
取
り
あ
げ

た
ア
ド

・
ホ

ッ
ク
な

ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

の
開
催
や
、
東
京

・
京
都
な
ど
で

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
N
G
O
や
国
際
機
関
と

の
協
力
な
ど
、

世
界

の
諸
地
域
で
生
じ
て
い
る
課
題

に

取
り
組

む
た
め
、
学
術
分
野

の
み
に
留
ま
ら

な

い
、
よ
り
開

か
れ
た
活
動

が
意
識
的

に
展
開

さ
れ
た
。

グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
冷
戦
終
結
後

の
地
域
紛

争

の
頻
発
と

い
っ
た
新
し

い
状
況
を
背

景
に
、
世
界
の
諸
地
域
に
か
か
わ
る
研

究

の
あ
り
方

と
そ
の
体
制
を
検
討
す
る
必
要

性
が
広
く
認
識

さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
国
立
大
学
等

の
法
人

化

の
流

れ
の
な
か
で
、
「地
域
研
究
の
総
合
的

な
推
進
方
策
に
関
す
る
調
査
研
究
」

(二
〇
〇
〇
年
度
)、

「地
域
研
究

の
総
合

的
な
推
進
体
制
に
関
す
る
調
査
研
究
」

(二
〇
〇

一
年
度
)

は
、
今
後

の
地
域
研
究
推
進

の
方
向
性
と
し
て
、
中
核
的
な
地

域
研
究
機
関
設
置
に
よ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
と

い
う
ア
イ
デ

ア
か
ら
さ
ら

に
進
ん
で
、
課
題
に
そ
く
し

て
大
学
や
研
究
機

関

の
枠

を
超
え
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
展
開
し

う
る
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
が
必

要
と
す
る
提
言
を
ま
と
め
た
。
二
〇
〇
三
年
度

の
自
己
点
検
お
よ
び
外
部
評
価

も
、
同
様

に
、
地
域
研

に
課
さ
れ
た
ミ
ッ
シ

ョ
ン

(社
会
的
使
命
)
と
現
状
を
見
直
す
た
め

の
も

の
と
な

っ
た
。
「地
域
研
究

コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
の
設
立

(
二
〇
〇

四
年
)

は
、
地
域
研
究

の
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
の
密
接
な
連
携

の
も
と
に
、
こ
う
し
た
地
域
研
究

の
新
た
な
方
向
性
が
模
索
さ
れ
た
成
果
で
あ
る
。

こ
う
し
て

「
日
本

に
お
け

る
地
域
研
究

の
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
地
域
研
の
あ
り
方
そ

の
も

の
も
、
大
き
な
転
換
期
を

迎
え

て
い
る
。

(帯
谷
知
可
〕

第

一
章

総
説

21
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大
学
院
教
育

総
合
研
究
大
学
院
大
学

(以
下
、
総
研
大
と
い
う
)
は
、
わ
が
国
初
の
学
部
を
置
か
な
い
大
学
院
だ
け
の
大
学
で
、
そ
の

課
程
は
後
期
三
年
の
博
士
課
程
だ
け
で
あ
る
。
基
盤
と
な
る
大
学
共
同
利
用
機
関

の
高
度
の
機
能
を
生
か
し
、
各
研
究
機
関

の
施
設

・
設
備
を
利
用
し
て
、
ま
た
そ
の
教
員
組
織
は
各
研
究
機
関
の
教
員
で
編
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
総
研
大
は
、

一
九
八
八

(昭
和
六
三
)
年

一
〇
月

一
日
に
開
学
し
、
翌
年
四
月

一
日
か
ら
学
生
の
受
け
入
れ
が
始
ま

っ
た
、
設
置
の
理
念

と
し
て
は
、
独
創
的
な
学
術
研
究
の
推
進
や
先
導
的
分
野
の
開
拓
が
必
要
と
さ
れ
る
新
し
い
時
代
に
お
い
て
、
大
学
共
同
利

用
機
関
の
優
れ
鳶
機
能
を
活
用
し
た
、
他
大
学
と
は
異
な
る
特
色
あ
る
柔
軟
な
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
創
造
性
豊

か
な

高
度
の
研
究
者
を
養
成
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
大
学
共
同
利
用
機
関
を
基
盤
と
す
る
複
数
の
研
究
科
が
実
体
を
形
成
し
て
い

る
点
が
特
色
で
あ
り
、
研
究
科
や
専
攻
の
独
自
性
と
自
主
性
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
留
意
さ
れ
た
。

民
博
を
基
盤
機
関
と
す
る
地
域
文
化
学

・
比
較
文
化
学
二
専
攻
に
つ
い
て
、
一
九
九
三
年
八
月
に
共
同
研
究
棟
が
竣
工
し
、

大
学
院
研
究
室
が
開
設
さ
れ
た
。
研
究
環
境

の
整
備
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
学
生

へ
の
教
育
や
研
究
指
導
も
進

み
、

一
九
九
二
年
三
月
に
比
較
文
化
学
専
攻
に
お
い
て
課
程
博
士
に
よ
る
初
め
て
の
学
位
が
授
与
さ
れ
て
以
降
、
二
〇
〇
四
年
六

月
ま
で
に
課
程
博
士
二
七
名
、
論
文
博
士

一
二
名
が
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
二
専
攻
の
大
学
院
教
育
の
大
き
な
特
徴
は
個

別
の
指
導
と
ゼ
ミ
等
を
通
し
た
集
団
指
導
を
組
み
合
わ
せ
た
体
制
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

一
九
九
二
年
度
以
降
行
わ
れ
た
諸
変

革
の
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
た
教
育
体
制
の
充
実
と
実
績
を
ふ
ま
え
て
二
〇
〇
〇
年

一
〇
月
二
二
日
に
は
大
学
院
教
育
に
関

す
る
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

「民
博
に
お
け
る
大
学
院
教
育
｜
そ
の
評
価
と
展
望
｜
」
を
開
催
し
た
。
な
お
、
当
初
二
専
攻
で
ス

タ
ー
ト
し
た
文
化
科
学
研
究
科
は
、
以
降
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
メ
デ
ィ
ア
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
、
国
文
学
研
究
資
料
館
を
基
盤
機
関
と
す
る
専
攻
が
次
々
に
設
置
さ
れ
、
総
研
大
と
も
ど
も
全
体
の
規
模
が
大

き
く
広
が

っ
た
。

二
〇
〇
四
年
四
月
、
総
研
大
は
法
人
化
さ
れ
、
国
立
大
学
法
人
総
合
研
究
大
学
院
大
学

へ
と
移
行
し
た
。
総
研
大
と
そ
れ

写真1-9

『総合研究大学院大学文化科学研究科地域文化学専

攻 ・比較文化学専攻概要』2004年



を
構
成
す
る
機
構
お
よ
び
独
立
行
政
法
人
の
間
で
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
各
基
盤
機
関
の
教
員
が
総
研
大
担
当

教
員
と
な
る
と
い
う
か
た
ち
で
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
科

・
専
攻
の
自
主
性

・
自
律
性
が
増
す
と
と
も
に
、

新
た
な
試
み
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
民
族
学

・
文
化
人
類
学
に
関
係
す
る
関
西
の
四
大
学
院
研
究
科
と
の
間

で
学
生
交
流
に
関
す
る
協
定
を
結
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
民
族
学

・
文
化
人
類
学
の
教
育
史
上
画
期

的
な
試
み
で
あ
る
。

法
人
化
に
と
も
な
い
、
教
育
研
究
の
面
で
い
っ
そ
う
厳
し
い
国
内
外
の
競
争
が
展
開
す
る
な
か
、
総
研
大
な
ら
で
は
の
深

い
専
門
性
と
広
い
学
識
を
有
す
る
研
究
者
の
養
成
に
向
け
て
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(塚
田
誠
之
〕

第

一
章

総
説

２３
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第
二
節

法
人
化
と
新
し

い
民
博

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構

●
｜

法
人
の
制
度
設
計

国
立
大
学
の
法
人
化
に
あ
た
っ
て
、
国
立
民
族
学
博
物
館
の
よ
う
な
大
学
共
同
利
用
機
関
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
法
人

化
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
法
人
化
の
数
年
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。
問
題
の
ひ
と
つ
は
、
国
立
大
学
が
教
育

の
業
務
を

一
義
的
に
持
つ
こ
と
で
独
立
行
政
法
人
と
区
別
さ
れ
る
の
に
対
し
、
大
学
共
同
利
用
機
関
は
そ
の
研
究
面
だ
け
に

お
い
て
他
の
独
立
行
政
法
人
と
明
確
に
差
異
化
さ
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
民
博
や
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
は
、
そ
の

名
称
お
よ
び
目
的
の

一
部
に
お
い
て
、
二
〇
〇

一

(平
成
一
三

)
年
四
月
に
独
立
行
政
法
人
と
な

っ
た
文
化
庁
所
管
の
国
立

博
物
館
と
同

一
視
さ
れ
や
す
い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
々
の
大
学
共
同
利
用
機
関
は
、

一
部
を
除
い
て
、
大
学

の
一
学
部
、
あ
る
い
は
単
科
大
学
程
度
の
人
的

・
組
織
的
規
模

で
あ

っ
て
、
単
独
で
の
法
人
化
に
困
難
が
と
も
な
う
と
い
っ

た
事
情
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
一
時
、
全
機
関
が
単

一
の
法
人
を
つ
く
る
と
い
う
案

の
可
能
性
も
議
論
さ
れ
た
が
、

結
果
的
に
、
複
数
の
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
る
法
人
を
新
た
に
三
つ
つ
く
り
、
既
存
の
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
は
単

独
で
法
人
化
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
民
博
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
の
、
他
の
文
化
系
三
機
関
と
と
も
に
人
間
文
化
研
究
機
構
を
つ
く
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
文
理
融
合
の
研
究
を
め
ざ

写真1-１０

通用口に掲げられた
『人間文化研究機樽』のプレー ト



す、
創
設
ま
も
な
い
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
も
加
わ
っ
た
。

大
学
共
同
利
用
機
関
の
法
人
の
制
度
設
計
の
考
え
方
は
、
科
学
技
術

・
学
術
審
議
会
学
術
分
科
会
の
も
と
に
置
か
れ
た
大

学
共
同
利
用
機
関
特
別
委
員
会
の
最
終
報
告

(『
大
学
共
同
利
用
機
関
の
法
人
化
に
つ
い
て
』
二
〇
〇
三
年
四
月
)
に
よ
れ

ば
次
の
と
お
り
で
あ
る

(
一
〇
～
一
一
頁
)
。

す
な
わ
ち
、
「大
学
共
同
利
用
機
関
は
、
大
学
の
研
究
者
の
共
同
利
用
、
大
学
の
研
究
者
の
共
同
利
用
、
大
学
の
研
究
を

集
中
的
に
行
う
C
O
E

(
セ
ン
タ
ー

・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
、
卓
越
し
た
研
究
拠
点
｜

引
用
者
に
よ
る
注
)
と
し
て
の

性
格
を
有
し
、
大
学
と
同
様

『学
問
の
自
由
』
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
機
関
と
し
て
、
そ
れ
を
保
障
す
る
た
め
の
制
度
も
設
け

ら
れ
て
い
る
」。
「
さ
ら
に
、
大
学
共
同
利
用
機
関
は
、
元
々
国
立
大
学
の
共
同
利
用
の
機
関
と
し
て
、
国
立
大
学
の
教
員
の

共
同
利
用

・
共
同
研
究
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
構
想
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
元
年
に
法
律
改
正
さ
れ
、
「
大

学
の
共
同
利
用
の
機
関
」
と
さ
れ
て
以
降
も
利
用
者
の
大
半
が
国
立
大
学
の
教
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
と
し
て
、
国
立

大
学
群
の
研
究
シ
ス
テ
ム
全
体
に
不
可
分
の
組
織
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
」
。
し
た
が

っ
て
、
「国
立
大
学
と

密
接
な
関
係
を
有
す
る
大
学
共
同
利
用
機
関
の
特
性
を
ふ
ま
え
、
法
人
化
に
当
た
っ
て
は
、
国
立
大
学
法
人
法
の
中
で
規
定

し
、
基
本
的
に
国
立
大
学
法
人
の
組
織
運
営
シ
ス
テ
ム
を
踏
襲
」
し
、
国
立
大
学
法
入
法
と
な
ら
ん
で
大
学
共
同
利
用
機
関

法
人
法
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
報
告
書
は
ま
た
大
学
共
同
利
用
機
関
が
、
「
こ
れ
ま
で
特
定

の
研
究
者

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
の
研
究
者
の
共
同
利
用

・
共
同
研
究
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
」
従
来
の
機
能
は
今
後
も
重
視
す
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
る

一
方
で
、
新
た

な
学
問
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
「大
学
共
同
利
用
機
関
に
、
新
分
野
の
創
出
に
向
け
て
効
率
的
に

自
ら
を
発
展
さ
せ
る
仕
組
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
も
し
て
い
る
。

●
｜

人
間
文
化
研
究
機
構
の
理
念

民
博
が
加
わ
る
人
間
文
化
研
究
機
構
で
は
、
各
機
関
の
長
か
ら
な
る
人
間
文
化
研
究
機
構
創
設
準
備
委
員
会
を
つ
く
り
、

そ
の
も
と
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
設
け
ら
れ
、
理
念
の
面
で
も
制
度
設
計
の
面
で
も
機
構
の
あ
り
方
に
つ
い
て
実
質
的
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な
議
論
を
し
て
い
く
場
と
な

っ
た
。

こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ

の
座
長
は
、

二
〇
〇
二
年
度

が
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

の

朝
岡
康

二
教
授

で
あ
り
、

二
〇
〇
三
年
度

に
四
機
関
共
通

の
大
学
共
同
利
用
機
関
法
入
化
準
備
室
が
設

け
ら
れ
て
同
教
授
が

そ
の
併
任

と
な

っ
た
こ
と
に
と
も
な

い
、
民
博

の
田
村
克
己
が
後
を
継

い
だ
。

各
機
関

の
代
表

に
よ
る
上
記

ワ
ー
キ

ン
グ
グ

ル
ー
プ

の
議
論
等
を
ふ
ま
え
、
人
間

文
化
研
究
機
構

の
理
念

は
、
次

の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

二

一
世
紀

を
迎
え
た
今
日
、
自
然
と
人
間

の
歴
史
的
営
為
と
が
地
球
規
模
で
複
雑

に
絡
み
合

っ
た
難
問
が
山
積
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
、
文
化

に
関
わ

る
大
学
共
同
利
用
機
関
が
旧
来

の
学
問

の
枠
を
越
え
て
連
合
し
、

新
し
い
パ
ラ
ダ
イ

ム
を
創
出
す
る
研
究

拠
点
を
形
成
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
機
構

は
、
膨
大
な
文
化
資
料
に
基
づ
く

実
証
的
研
究
、
人
文

・
社
会
科
学
の
総

合
化
を
め
ざ
す
理
論
的
研
究
な
ど
、
時
間
、
空
間

の
広
が
り
を
視
野
に
入
れ
た

文
化

に
関
わ
る
基
礎
的
研
究
及
び
、
自

然
科
学
と
の
連
携
も
含

め
た
研
究
領
域
の
開
拓

に
努

め
、

ま
た
、
問
題
解
決
型

の
課
題
研
究

に
も
取
り
組
み
、
文
化

の
総
合
的
学
術
研
究

の
世
界
的
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

(『
大
学
共
同
利
用
機
関

の
法
人
化
に

つ
い
て
』

一
二
頁
)

続
け
て
機
構
化

の
利
点
と
し

て
博
物
館
、
資
料
館

の
文
化
資
料

の
ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
持

つ
研
究

所

が
参
画
し
て
い
る
こ
と
は
、
蓄
積
さ
れ
た

「
資
料
」
と

「情
報
」
が
、
研
究
推
進
な
ら
び

に
、
研
究
成
果
を
広
く
社
会

に
還

元
す
る
う
え
で
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
も

の
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

機
構
を

つ
く

っ
て
い
く
う
え
で
重
要
な
論
点

は
、
機
構
長
や
理
事
な
ど

に
ど
の
よ
う
な
人
を
あ
て
て
い
く

か
の
問
題

で
あ

り
、

こ
の
点
は
機
構

の
あ
り
方
そ
の
も

の
に
か
か
わ
る
こ
と

で
あ

っ
た
。
人
間
文
化
研
究
機
構

は
け

っ
き

ょ
く
、
機
構
の
運

営

に
あ
た

る
役
員
に
各
機
関

の
長
あ
る
い
は
代
表
者
を
あ
て
る
こ
と
な
く
、
文
化
系
諸
学
の
拠
点

に
ふ
さ
わ
し

い
人
材
を
独

自

に
求
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
考
え
の
も
と

に
、
文
部
科
学
省
の
指
針

に
従

っ
て
四
機
構
そ
れ
ぞ
れ

に
設
け
ら
れ
た
「検



討
委
員
会
」
に
、
機
構

(創
設
準
備
委
員
会
)
か
ら
具
体
的
な
候
補
者
に
つ
い
て
の
提
案
が
行
わ
れ
た
。
以
上
の
一
連
の
経

緯
に
お
け
る
議
論
の
背
景
に
は
、
各
機
関
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
特
色
や
伝
統
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
各
機
関
が
独
自
性
を
保
ち

つ
つ
対
等
の
立
場
で
機
構
の
運
営
に
参
加
す
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
制
度
的
な
担
保
と
し
て
各
機
関
の
長
で

構
成
さ
れ
る
機
構
会
議
や
、
各
機
関
の
意
見
を
代
表
す
る
企
画
連
携
室
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(田
村
克
己
）

法

人
化

に

と

も

な

う
変

化

二
〇
〇
四

(平
成

一
六
)
年
四
月
、
国
立
民
族
学
博
物
館
は
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
の

一
員
と
な

っ
た
。
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
と
は
、
法
的
に
ほ
ぼ
国
立
大
学
法
人
と
同
じ
扱
い
を
受
け
る
法
人
格
で
、

い
わ
ば
、
政
府

全
額
出
資
の
N
P
O
法
人
で
あ
り
、
そ
こ
に
働
く
も
の
は
非
公
務
員
と
さ
れ
て
い
る
。
準
備
段
階
で
は
、
す
べ

て
の
大
学
共

同
利
用
機
関
が

一
法
人
を
形
成
す
る
案
も
検
討
さ
れ
た
が
、
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
が
単
独
で
機
構
を
つ
く
る
こ

と
を
先
行
し
て
決
定
し
た
た
め
、
他
の
大
学
共
同
利
用
機
関
は
三
つ
の
機
構
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な

っ
だ
。
人
間
文
化
研
究

機
構
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
総
合

地
球
環
境
学
研
究
所
の
五
機
関
か
ら
な
る
。

法
人
格
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ま
で
国
立
の
機
関
あ
る
い
は
国
家
公
務
員
と
し
て
国
に
よ

っ
て
保
護

さ
れ
て
い
た
防
護
壁
が
取
り
払
わ
れ
、
営
利
団
体
で
は
な
い
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
基
本
的
に

一
般
の
会
社
と
同
じ
に
な

っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
労
働
基
準
法
や
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

一
方

で
、
教
員
に
は
教
育
公
務
員
特
例
法
が
適
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
.
こ
れ
に
と
も
な
う
大
き
な
変
化
は
就
業
規
則
を

制
定
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
国
家
公
務
員
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
事
柄
が
各
機
関
の
つ
く

る
就
業
規
則
に
よ
っ
て
規
定
し
な
お
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
は
労
働
組
合
ま
た
は
過
半
数
代
表
者
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
り
、

民
博
で
は
後
者
の
同
意
を
得
て
い
る
。

大学共同利用機関法人

表1-1

人間文化研究機構役 員
（200 4年度）

石井米雄 機構長

平川 南 理事

大崎 仁 理事

赤澤威 理事

伊井春樹 理事

松澤員子 監事

新保博之 監事
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●
｜

機
構
本
部
の
設
置

機
構
の
運
営
を
総
括
す
る
部
署
と
し
て
機
構
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
機
構
長
の
も
と
に
役
員
会

(機
構
長
と
理
事
四
名
)

が
あ
り
、
こ
れ
が
法
的
に
は
最
終
意
思
決
定
の
場
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
執
行
責
任
を
持
つ
場
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

機
構
を
構
成
す
る
各
機
関
の
自
発
的
意
思
を
尊
重
す
る
と
の
精
神
か
ら
、
役
員
会
構
成
員
と
機
関
の
長
が
合
議
す
る
機
構
会

議
が
事
実
上
の
意
思
決
定
を
行
う
。
ま
た
、
機
構
長
は
重
要
事
項
の
最
終
決
定
を
行
う
前
に
、
経
営
協
議
会
と
教
育
研
究
評

議
会
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

運
営
に
か
か
わ
る
仔
細
な
検
討
は
、
役
員
会
や
機
構
会
議
に
か
け
ら
れ
る
前
に
、
企
画
連
携
室
で
問
題
提
起
お
よ
び
原
案

の
提
示
が
行
わ
れ
、
各
機
関
の
意
見
を
吸
い
あ
げ
た
上
、
再
度
審
議
し
、
そ
の
結
果
が
役
員
会

へ
あ
が
っ
て
ゆ
く
。
企
画
連

携
室
構
成
員
は
各
機
関
の
副
館
長
、
研
究
総
主
幹
な
ど
に
あ
た
る
教
員
で
あ
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、
併
任
発
令
さ

れ
る
。

本
部
事
務
局
に
は
総
務

・
財
務

・
施
設
の
三
課
が
置
か
れ
、
そ
の
束
ね
と
し
て
事
務
局
長
が
い
る
。
事
務
職
員
は
新
た

に

定
員
が
措
置
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
各
機
関
か
ら
の
定
員
供
出
に
よ
る
。

●
｜

人
事
面
で
の
変
化

機
構
長
が
文
部
科
学
大
臣
の
発
令
に
よ
る
他
は
、
基
本
的
に
全
職
員
の
任
命

権
は
機
構
長
が
持

つ
。
機
関
の
長
は
専
決
権
を
持
つ
が
、
任
命
権
は
持
た
な
い
、

実
際
は
専
決
事
項
が
比
較
的
広
範
囲
に
機
関
の
長
に
お
ろ
さ
れ
て
い
る
の
で
、

運
用
上
は
従
来
と
大
音
な
差
異
は
な
い
。

事
務
職
員
は
そ
れ
ま
で
ど
お
り
大
学
と
の
交
流
人
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

国
立
大
学
法
人
の
側
は
今
ま
で
ど
お
り
の
交
流
人
事
を
続
け
る
意
志
が
薄
い

国
立
民
族
学
博
物
館

運
営
会
議

管
理
部

民
族
社
会
研
究
部

民
族
文
化
研
究
部

先
端
入
類
科
学
研
究
部

情
報
管
理
施
設

研
究
戦
略
セ
ン
タ
ー

、

文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ

ー
、

地
域
研
究
企
画
交
流
セ
ン
タ
ー

図1-1人 間文化研究機構の組織（2004年）



た
め
、
近
い
将
来
各
大
学
法
人
で
の
独
自
の
人
事
戦
略
を
固
め
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
る
。

民
博
独
自
の
問
題
と
し
て
は
教
員
の
定
年
が
あ
る
。
機
構
の
退
職
規
程
で
は
、

教
員
の
定
年
は
六
五
歳
で
あ
る
が
、
民
博
と
国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
六
三
歳

で
あ
る
。
六
三
歳
定
年
は
同
規
程
附
則
で
当
面
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
規
採

用
者
と
す
で
に
教
員
と
な

っ
て
い
る
者
の
間
に
不
都
合
が
生
じ
て
お
り
、
早
急

に
解
決
す
べ
き
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

●
｜

財
務
面
で
の
変
化

会
計
制
度
に
関
し
て
、
従
来
の
官
庁
型
会
計
か
ら
企
業
型
会
計
に
移
行
し
た

点
が
最
も
顕
著
な
変
化
で
あ
る
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
毎
年
度
財
務
諸
表
を
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
た
だ
し
、
企
業
と
異
な
り
、
独
立
採
算
制

を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
、
国
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
意

思
決
定
が
法
人
で
完
結
し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
考
慮
し
た
会
計
制

度
に
な
っ
て
い
る
。

官
庁
型
会
計
で
は
、
主
眼
は
も

っ
ぱ
ら
予
算
事
項
に
置
か
れ
、
予
算

の
執
行

報
告
を
決
算
と
す
る
考
え
方
だ

っ
た
が
、
企
業
型
会
計
で
は
予
算
と
決
算
は
別

で
あ
る
。
官
庁
型
で
は
予
算
管
理
は
事
項
別
、
執
行
は
目
別
に
な
っ
て
い
た
た

め
、
事
項
間
の
流
用
は
表
面
化
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
企
業
型
で
は
目
的
別

機
構
長

経
営
協
議
会

教
育
研
究
評
議
会

監
事

機
構
会
議

理
事

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所

運
営

会
議

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

運
営
会
議

国
文
学
研
究
資
料
館運

営
会
議

国
立
歴
史
民
信
博
物
館

科
目
に
お
い
て
予
算
と
決
算
と
が
比
較
開
示
さ
れ
る
た
め
、
予
算
と
決
算
の
差
異
や
予
算
の
積
算
自
体
が
問
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

本

部

運
営
会
議

管
理
部

研
究
部

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー

管
理
部海

外
研
究
交
流
室

研
究
部

文
化
資
料
研
究
企
画
室

情
報
管
理
施
設

管
理
部

文
学
資
源
研
究
系

文
学
形
成
研
究
系

複
合
領
域
研
究
系

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

研
究
系

情
報
事
業
セ
ン
タ
ー

管
理
部

研
究
部

研
究
連
携
セ
ン
タ
ー

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

企
画
連
携
室

事
務
局
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民
博

の
実
行
予
算

の
立
て
方
も
大
幅
に
変
わ

っ
た
。
従
来
予
算
を
要
求
す
る
部
署
別
に
事
項
を
立

て
て
い
た
が
、

二
〇
〇
五
年
度
以
降
は
基
盤
的
経
費
と
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
経
費
に
大
別
す
る
方
法
に
な
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
企
業
型
会
計

に
準
じ
た
も
の
で
、
特
に
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
果
と
財
務
的
合
理
性
を
明
確
に
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
度
予
算
の
額
が
運
営
交
付
金
と
し
て
固
定
さ
れ
、
こ
れ
に
効
率
化
係
数

(予
算
削
減
)
が
毎
年

一
パ
ー
セ
ン

ト
ず

つ
か
か
っ
て
く
る
。
従
来
の
概
算
要
求
の
制
度
は

「教
育
研
究
特
別
経
費
」
「特
殊
要
因
」
に
の
み
残
る
。
特
殊
要
因

は
退
職
手
当
、
建
物
な
ど
の
営
繕
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
。
教
育
研
究
特
別
経
費
に
は
効
率
化
係
数
が
か
か
ら
ず
、
唯

一
予

算
を
増
や
せ
る
部
分
で
あ
る
が
、
き
わ

め
て
競
争
性
が
高
く
、
ま
た
、
毎
年
要
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
博
の
予
算

で
は
教
育
研
究
特
別
経
費
は

一
六
〇
〇
万
円
程
度
で
、
残
り
は
す
べ
て
基
盤
経
費
で
あ
る
か
ら
、
当
面
毎
年

一
パ
ー
セ
ン
ト

の
減
は
あ
る
も
の
の
、
法
人
第

一
期
に
お
い
て
は
あ
る
程
度
の
安
定
経
営
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
常
設
展
示
改
修
、
く

ん
蒸
施
設
改
善
な
ど
は
機
構
に
よ
る
教
育
研
究
特
別
経
費
の
概
算
要
求
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
要
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

機
構
本
部
は
人
件
費
を
、
各
機
関
は
物
件
費
を
管
理
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
民
博
で
は
今
後
二
二
億
円
程
度
の
物
件

費
に
つ
い
て
、
い
か
に
無
駄
を
省
き
、
い
か
に
有
効
活
用
す
る
か
が
、
研
究
と
そ
の
社
会
還
元
を
推
進
す
る
た
め
の
鍵
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

●
｜

評
価

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
は

一
期
六
年
の
間
に
何
を
研
究
す
る
か
を
事
前
に
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
中
期
目
標

・
計
画
と

し
て
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
、
そ
し
て
、
年
度
ご
と
に
年
度
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
達
成
度
を
自
己
点
検

・
評
価

の
形
で
大
臣
に
報
告
す
る
。
最
終
的
に
は
六
年
が
終
了
す
る
時
点
で
、
大
臣
の
下
に
置
か
れ
る
評
価
委
員
会
が
そ
れ
を
評
価

し
、
法
人
の
存
廃
、
次
期
六
年
の
運
営
交
付
金
算
定
の
根
拠
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
各
機
構

・
各
機
関
で
は
周
到
な
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。
人
間
文
化
研
究
機
構
で
は
、
ま
ず
各
機

関
が
自
己
点
検

・
評
価
を
そ
れ
ぞ
れ
の
外
部
評
価
委
員
会
と
運
営
会
議
に
諮

っ
て
意
見
を
聞

い
た
う
え
、
機
構
本
部
が
取
り



ま
と
め
を
行
い
、
大
臣
に
提
出
す
る
。
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
は
法
的
に
は
国
立
大
学
法
人
と
並
ん
で
評
価
を
受
け
る
立

場
に
あ
る
が
、
大
学
と
は
異
な
る
活
動
も
多
い
た
め
、
そ
れ
を
正
当
に
評
価
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

●
｜

大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け

大
学
共
同
利
用
機
関
は
、
大
学
が
単
独
で
持
ち
得
な
い
設
備
を
全
国
の
大
学
の
研
究
者
が
利
用
す
る
か
、
ま
た
は
、
わ
が

国
の
研
究
を
短
期
間
で
世
界
的
な
レ
ベ

ル
に
引
き
あ
げ
る
必
要
の
あ
る
研
究
を
重
点
的
に
行
う
た
め
の
研
究
所
で
あ
る
。

い

ず
れ
の
場
合
も
、
関
連
分
野
の
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
い
支
援
を
そ
の
前
提
と
し
て
い
る
。
幸
い
民
博
は
日
本
民
族
学

会

(現
日
本
文
化
人
類
学
会
)
は
じ
め
関
連
諸
学
会
の
理
解
を
得
て
、
「共
同
研
究
」
を
活
発
に
行

っ
て
き
て
お
り
、
高

い

評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
人
化
後
は
こ
れ

へ
の
予
算
措
置
は
特
に
大
学
共
同
利
用
機
関
に
の
み
特
徴
的
な
も

の
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
共
同
研
究
以
外
で
の
共
同
利
用
を
も
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

法
人
化
の
際
、
他
の
省
庁
に
属
す
る
研
究
機
関
が
独
立
行
政
法
人
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
文
部
省
管
轄
の
大
学
共
同
利
用

機
関
が
国
立
大
学
法
人
と
ほ
ぼ
同

一
の
法
律
に
規
定
さ
れ
る
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
と
な

っ
た
の
に
は
、
大
学
と
研
究
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
大
き
い
。
法
人
第

一
期
の
終
了
に
向
け
、
国
家
財
政
の
逼
迫
か
ら
研
究
機
関
の
統
廃
合
が
再
び
現
実

問
題
と
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は

「
大
学
共
同
利
用
」
と
い
う
面
を
旗
幟
鮮
明
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
、
民
博
の
場
合
、
「
研
究

『博
物
館
』
」
で
は
な
く
、
「博
物
館
を
持
っ
た
『
研
究
所
』
」
の
性
格
を
強
調
し
、
か
つ
、
大
学

と
研
究
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
広
く
支
え
ら
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
点
を
常
に
主
張
し
て
お
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

（
長
野
泰
彦
）
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